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【公報種別】公表特許公報の訂正
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成21年12月24日(2009.12.24)

【公表番号】特表2009-528393(P2009-528393A)
【公表日】平成21年8月6日(2009.8.6)
【年通号数】公開・登録公報2009-031
【出願番号】特願2008-548934(P2008-548934)
【訂正要旨】優先権記事の脱落及び出願日の誤載により下記のとおり全文を訂正する。
【国際特許分類】
   Ｃ１０Ｌ   5/46     (2006.01)
   Ｃ０２Ｆ  11/00     (2006.01)
   Ｃ０２Ｆ  11/12     (2006.01)
   Ｂ０９Ｂ   3/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１０Ｌ   5/46    ＺＡＢ　
   Ｃ０２Ｆ  11/00    　　　Ｃ
   Ｃ０２Ｆ  11/12    　　　Ｂ
   Ｂ０９Ｂ   3/00    ３０１Ａ
   Ｂ０９Ｂ   3/00    ３０１Ｚ
【記】別紙のとおり
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(57)【要約】
  バイオマスとして乾燥したバイオ廃物あるいは湿式お
よび／または乾式発酵から生じる発酵産物および／また
はサイロ発酵飼料、および／または他の乾燥した、ある
いは湿ったバイオ廃物が使用されるプレス成形されたバ
イオマスの製造方法および装置。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
  プレス成形されたバイオマスから燃料を製造する製造方法であって、
  バイオマスとして紙、板紙、木材および天然繊維からなる乾燥したバイオ廃物が単独に
または組み合わせて使用される燃料の製造方法。
【請求項２】
  プレス成形されたバイオマスから燃料を製造する製造方法であって、
  バイオマスとして湿式および／または乾式発酵から生じる発酵産物および／またはサイ
ロ発酵飼料および他の湿ったおよび／または乾燥したバイオ廃物が使用される燃料の製造
方法。
【請求項３】
  乾燥したバイオ廃物として、紙、板紙、天然繊維および木材からなる廃物が単独にまた
は組み合わせて使用されることを特徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項４】
  前記他の湿ったバイオ廃物として、
  樹の葉、枝、根および他の植物成分などの、庭園、公園および墓地の廃物などの植物組
織からの廃物、
  保存食品製造からの廃物などの植物組織の食品用あるいは動物飼料用調理および加工か
らの廃物、
  果実、野菜、穀物、食用油、ココア、コーヒ、茶、タバコ、酵母、酵母抽出物、糖蜜の
調理および加工からの廃物、
  家庭および業務用キッチン廃物、
  腐葉藁、
  保存食品製造からの廃物などの、肉、魚および他の動物由来食品の調理および加工から
の廃物などの動物組織からの廃物
  厩肥、水肥／下肥などの動物排泄物
  浄化スラリー、
  バイオ路上ごみおよび下水浄化からのバイオ廃物、並びに
  食用油脂など油、ワックスなどの他の天然物の有機物が、
  単独にまたは組み合わせて使用されることを特徴とする請求項２または３のいずれか一
項に記載の方法。
【請求項５】
  バイオマスにプレス成形前に（第１の）粉砕工程が行われることを特徴とする先行する
請求項のいずれか一項に記載の方法。
【請求項６】
  バイオマスに前記第１粉砕工程後にプレス工程が行われることを特徴とする請求項２な
いし５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項７】
  バイオマスにプレス工程後に第２の粉砕工程が行われることを特徴とする請求項２ない
し６のいずれか一項に記載の方法。
【請求項８】
  バイオマスが加熱ガスにより乾燥されることを特徴とする請求項２ないし７のいずれか
一項に記載の方法。
【請求項９】
  バイオマスがマイクロ波加熱により乾燥されることを特徴とする請求項２ないし８のい
ずれか一項に記載の方法。
【請求項１０】
  バイオマスが乾燥のために圧力下で加熱され、次に加熱状態で周囲圧力に曝されること
を特徴とする請求項２ないし９のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１１】
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  混合形態で存在する異なる種類および／または由来のバイオマスが使用されることを特
徴とする請求項２ないし１０のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１２】
  個別の形態で存在する異なる種類および／または由来のバイオマスが個別に乾燥され、
プレス成形の直前に混合されること、あるいはひとつの種類および／または由来のバイオ
マスが使用されることを特徴とする請求項２ないし１１のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１３】
  バイオマスのプレス成形時に、顆粒、プレス加工品、ペレットまたはブリケットが製造
されることを特徴とする先行する請求項のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１４】
  その実施に必要なエネルギーが少なくとも部分的に前記方法に基づいて製造された燃料
の燃焼により生産されることを特徴とする先行する請求項のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１５】
  燃焼により熱および／または電気的エネルギーを生産するために先行する請求項のいず
れか一項に記載された方法に基づいて製造された燃料の使用。
【請求項１６】
  単独または組み合わせた紙、板紙、天然繊維および木材からなる乾燥したバイオ廃物か
らなるバイオマスのプレス成形装置を備えた装置。
【請求項１７】
  プレス成形装置（１３）より前に配置された粉砕装置（２）を備えることを特徴とする
請求項１６に記載の装置。
【請求項１８】
  湿式および／または乾式発酵から生じる発酵産物および／またはサイロ発酵飼料および
他の湿ったおよび／または乾燥したバイオ廃物からなるバイオマスのプレス成形装置を備
えた装置。
【請求項１９】
  プレス成形前にバイオマスを乾燥するための乾燥装置（８）を備えることを特徴とする
請求項１８に記載の装置。
【請求項２０】
  乾燥装置（８）より前に配置されたバイオマス粉砕用第１装置（２）を備えることを特
徴とする請求項１８または１９に記載の装置。
【請求項２１】
  乾燥装置（８）より前に配置され、かつバイオマス粉砕用第１装置（２）より後に配置
されたバイオマス用プレス装置（５）を備えることを特徴とする請求項２０に記載の装置
。
【請求項２２】
  プレス装置（５）より後に配置され、かつ乾燥装置（８）より前に配置されたバイオマ
ス用第２粉砕装置（７）を備えることを特徴とする請求項２１に記載の装置。
【請求項２３】
  乾燥装置（８）が加熱ガスおよび／または電気加熱および／またはマイクロ波加熱によ
り加熱できる乾燥室を備えることを特徴とする請求項１８ないし２２のいずれか一項に記
載の装置。
【請求項２４】
  乾燥装置（８）が乾燥のために気密および／または液密に閉鎖できることを特徴とする
請求項１８ないし２３のいずれか一項に記載の装置。
【請求項２５】
  乾燥装置（８）が乾燥時にバイオマスに作用する圧力を制御するための装置を備えるこ
とを特徴とする請求項１８ないし２４のいずれか一項に記載の装置。
【請求項２６】
  乾燥前および／または乾燥後にバイオマスを混合する装置を備えた請求項１８ないし２
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５のいずれか一項に記載の装置。
【請求項２７】
  前記装置により製造された燃料の燃焼により熱エネルギーおよび／または電気的エネル
ギーを生産するための装置を備えた請求項１８ないし２６のいずれか一項に記載の装置。
【請求項２８】
  前記装置により製造された燃料の燃焼により熱エネルギーおよび／または電気的エネル
ギーを生産するための装置を備えており、該エネルギー生産装置が前記装置の稼働時のエ
ネルギー供給を行うことを特徴とする請求項１８ないし２７のいずれか一項に記載の装置
。
【請求項２９】
  請求項１ないし７のいずれか一項に基づくバイオマスから燃料を製造するための請求項
１８ないし２８のいずれか一項に記載の装置の使用。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
  本発明は、バイオマスから燃料を製造するための方法および装置並びにその使用に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
  化石燃料のほかに、バイオマスの形態のエネルギー源の使用が増大している。バイオマ
スとは、特に植物、植物成分、生物学的産物、植物および動物由来の副産物並びに木材な
どを指す。
【０００３】
  従来のバイオマスによるエネルギーは、それらを単に燃焼させることであった。この方
式には数多の短所がある。バイオマスを燃焼させる方法に応じて、燃焼前または燃焼時の
運搬、貯蔵および取り扱いは化石燃料と比べて格段に複雑となり得る。概観的な事例とし
て、ここでは燃料としての藁の使用を取り上げる。
【０００４】
  木材は、その高いエネルギー容量のゆえに、好適なバイオマスである。木材も木片、木
屑などの形態で利用できるためには、例えば米国特許第４，３２４，５６１号から公知の
ように、木片の圧縮によりいわゆる木材ペレットを製造して、エネルギー生産に用いるこ
とができる。さらに米国特許第４，３２４，５６１号から公知なのは、樹皮、藁およびそ
の他の植物学的材料をベースとする燃料ペレットを製造することである。
【０００５】
  燃料を製造するために原料として穀物ベース、特にライ麦または小麦をベースとする藁
の使用も、米国特許第５，３５２，２５２号から公知である。
【０００６】
  米国特許第４，３６３，６３６号には、砂糖キビをベースとする燃料の使用が記載され
ている。
【０００７】
  ＥＰ０９８５７２３Ａ２は、セルロースを含む燃料成分、特に木材、木質材料および木
屑やその他の厩肥を含む成分をベースとする固体燃料の製造について記載している。
【０００８】
  ＤＥ１０１５３９７５Ａ１にしたがって、高い比重と高い油脂成分を有するバイオマス
をベースとする燃料が製造される。特に想定されているのは、果物の外皮や種、堅果、椰
子葉などの使用である。
【０００９】
  ＣＨ２４８７４８では、植物系材料、例えば木材加工残滓、ピート、麻繊維、藁、ヨモ
ギ皮、ジャガイモ葉、ヒマワリ種子、トウモロコシ穂などの廃物からのブリケット製造が
記載されている。
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【００１０】
  ＥＰ１４４３０９６Ａ１から公知なのは、乾燥したバイオ材料の代わりに草などを加工
して、それをペレットへのプレス成形前に粉砕および乾燥させることである。
【００１１】
  さらにＤＴ２６１６７２５Ａ１においては、湿ったバイオマスをプレス成形前に発酵（
腐敗）させ、その際に発生する熱をバイオマスの乾燥に利用することが、既に提案されて
いる。
【００１２】
  この場合にＤＴ２６１６７２５Ａ１およびＤＥ１９７０７８４８Ａ１では、発酵によっ
てプレス成形体の安定性の改善を図ることが示唆されている。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
  従来技術に基づくバイオマスをベースとする燃料の量では、増大する需要をカバーする
には現在のところ不十分である。さらに、従来技術に基づくバイオマス燃料は一般に工業
プラントにおける使用を前提としている。家庭におけるバイオマス燃料の使用は、代表的
には想定されていない。他方で、特に廃物の形態でのバイオマス量は実際的に無限大であ
る。それは現在ではいずれにしても堆肥化されており、供給量が需要を上回れば処分され
るため、そのエネルギー容量は利用されないままである。
【００１４】
  本発明の目的は、バイオマス燃料に対する増大する需要を簡略かつコストの有利な方法
でカバーすると共に、バイオマス燃料を家庭用に広範に活用することである。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
  この目的を達成するために、本発明は一定形状にプレスされたバイオマスからなる燃料
を製造するための方法を提供するが、該方法ではバイオマスとしてとりわけ廃物、特に請
求項１に基づく種々の乾燥廃物などの異なる廃物からなる混合物も、および／または特に
請求項２ないし４に基づく発酵物および／または発酵飼料を含む混合物が使用される。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
  以下の「一定形状のプレス品」および「成形プレス」などの表現は、バイオマスをプレ
スする、プレス成形する、圧縮することなどを示すために用いられる。このようにして、
塊状で取り扱いやすい形状の燃料が生産できる。その事例は、顆粒、プレス加工品、ペレ
ット、ブリケット、大型サイズのプレス成形品などである。本発明に基づく燃料の形状は
、例えばどのような方法で、またどのような装置によってそれらが燃焼されるかにより異
なる。例えば、家庭における暖房用の使用では、プレス加工品、ペレットまたはブリケッ
トの形状の本発明に基づく燃料が有利である。例えばバイオマス発電所などの大型エネル
ギー生産プラントにおける本発明に基づく燃料の使用では、大型プレス成形品を用いるこ
とができる。顆粒形状の本発明に基づく燃料の使用により、ポケットヒータ、キャンプ用
コッヘルなどの小型装置における燃焼を行うことができる。
【００１７】
  バイオマスの湿式および乾式発酵では、エネルギー生産に使用できる可燃性ガスが発生
する。発酵後に、つまりバイオマスが発酵した後に、バイオマスが残留するが、それはこ
れまで堆肥化されてきた。これらの堆肥化できるバイオマスおよび／または事前の発酵プ
ロセスを受けない堆肥化できるバイオマスこそは、本発明における使用に対する対象なの
である。堆肥化できるバイオマスは、処分されない場合には、これまで堆肥化されてきた
。これらの堆肥用バイオマスは、一般的には補助金を付与して、かつ費用を掛けて農産企
業などに支給することができた。この問題を解決すべく堆肥化できるバイオマスを燃料生
産用原料として用いることは、これまで考慮されてこなかった。それとは異なり、本発明
ではそのようなバイオマスを燃料生産用に想定しており、それは通常のプロセス方法から
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の単なる方向転換ではない。むしろ、本発明は副産物または余剰物として発酵および堆肥
化に使用されてきたバイオマスを、発酵および堆肥化のためのバイオマスとして利用する
ための新規の可能性を開くものである。とりわけ、本発明によってそのようなバイオマス
の意図的な活用に対する新規の展望が開かれたのである。これは、本発明において提供さ
れる発酵飼料に対してもあてはまる。
【００１８】
  特に混合物の形態、とりわけ大量に発生し、処分せざるを得ないような汚水処理スラリ
ーの使用も対象となる。
【００１９】
  本発明にしたがって処理されるその他の大半の廃物種類においても、これまで未知の燃
料生産のための使用であり、あるいは既にエネルギー生産に使用されてはいても、本発明
の意義における燃料生産、特に燃焼可能なプレス加工品の形態での燃料生産のための使用
は知られていない。これらの廃物種類はこれまでも粉砕されたが、基本的には未加工で燃
焼されていた。
【００２０】
  本発明にしたがってバイオマスとして好適に使用されるのは、いわゆる生ごみまたはバ
イオ廃物であり、それらは例えば家庭、およびレストランや店舗などの商業施設において
発生し、いわゆる「褐色容器」（“braune Tonne“,ドイツにおいて、生ごみを収集する
ための容器）に収集される。これらの廃物例は、果物、それらの残滓、外皮および芯、野
菜、それらの残滓、サラダ、それらの残滓、花卉類、それらの残滓、植物、それらの残滓
、コーヒ、それらの残滓、茶葉、それらの残滓などである。
【００２１】
  本発明に基づく方法では、バイオマスは好適には必要であれば、技術的方法により乾燥
させてから、一定形状にプレスされる。
【００２２】
  バイオマスをプレス成形前に乾燥させることにより、任意のバイオマスをそれらの水分
含量とは無関係に使用できる、特にそれらの水分含量が高すぎるためにこれまで考慮され
なかったバイオマスも使用できる。バイオマスを乾燥および圧縮するための方式により、
従来よりも高い燃焼係数並びに質量および／または体積あたり高いエネルギー含量および
低い輸送体積を有する燃料が得られる。
【００２３】
  乾燥工程を簡略化する、および／または任意形状の燃料を製造するために、バイオマス
を乾燥前に粉砕することが好ましい。これは、例えば押し切り、細断などにより行うこと
ができる。
【００２４】
  特に水分含量の高いバイオマスでは、それらを乾燥前に圧縮して、乾燥により除去すべ
き水分含量を低減することが好ましい。プレス工程を容易にする、および／またはそれを
改善するために、バイオマスを予め粉砕することができる。プレスにより部分的に脱水さ
れたバイオマスは、本来の乾燥工程が困難となる場合がある。そのようなバイオマスは、
例えば圧縮されており、あるいは塊状となっている。この場合には、バイオマスをプレス
工程後に再粉砕して、以後の乾燥を容易にすることができる。
【００２５】
  バイオマスを乾燥させるために、周囲温度における、あるいは周囲温度よりも高い温度
における凝縮乾燥（例えば熱風供給、その他の加熱ガスなど）が適用できる。乾燥は、例
えば熱風、加熱された工業ガス、およびそれらの組み合わせの形態での加熱ガスのみによ
り達成することができる。特に好ましいのは、他の方法あるいは装置での乾燥のために発
生する排熱を利用することであり、それらの排熱は例えばバイオマスの堆肥化または発酵
の際、サイロ発酵工程、火力発電所、あるいは個人の敷地や住宅、あるいは産業部門にお
いて発生する。この場合には、例えば熱ポンプを用いて、排熱を乾燥工程に供給すること
ができる。以下に説明するように、乾燥に必要とされるエネルギーの少なくとも一部を、
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本発明にしたがって製造された燃料の燃焼により生産することもできる。その代案として
、あるいはそれを補完するために、マイクロ波加熱装置を用いて乾燥させることができる
。
【００２６】
  乾燥時に用いられるバイオマスの周囲温度および乾燥時にバイオマス内に生じる温度は
、バイオマスの種類、所望または所定の乾燥時間および所望または例えば法規により定め
られた乾燥効率により左右される。
【００２７】
  乾燥時には、処理すべきバイオマス中に含まれる物質、つまりその処理を困難にさせる
、および／またはバイオマス燃料の燃焼に悪影響を及ぼす物質も除去できる。このように
して、本発明に基づいて製造された燃料の燃焼時の悪臭、健康に有害もしくは健康を脅か
す恐れのある排出物、煙の発生などが回避できる。
【００２８】
  本発明に基づいて製造された燃料の燃焼時に発生する排出物を低減するために、例えば
バイオマスの乾燥時に発生するガスまたは液体を吸収して、例えば適切な排ガスおよびろ
過装置に通して、場合により特殊廃物として処分することができる。そのような工程は、
本発明に基づく方法のいずれの工程においても、代案として、あるいは補完的に実施する
ことができる。
【００２９】
  好ましい実施形態にしたがって、バイオマスを乾燥時に圧力下に置き、例えば所定また
は所望の乾燥時間後に、加温状態で周囲圧力に曝す。その際に生じる圧力さにより、水分
が追加的にバイオマスから排出される。
【００３０】
  バイオマスは圧縮成形前に乾燥されるため、混合形態の種々のバイオマスを個々のバイ
オマスの水分含量について顧慮することなく加工することができる。混合形態の種々のバ
イオマスを使用する場合には、少なくとも乾燥工程を、また好ましくは必要に応じて粉砕
工程および／またはプレス工程を適切な仕様としなければならない。これは各工程におけ
る時間を増加させると共に、複雑となる恐れがあるが、他方では任意のバイオマスを予め
個別種類に分離する必要がなくなる。
【００３１】
  種々のバイオマスが個別に存在する場合には、各工程を各種類に対して個別に実施する
ことができる。これにより、各工程をバイオマスのそれぞれの種類に対してより適切に調
整すると共に、一種類のバイオマスのみをベースとする燃料を製造することができる。
【００３２】
  種々のバイオマスに対してプレス成形以外の各工程を実施すれば、異なる種類のバイオ
マスが混合されて、共に一定形状に圧縮される。このようにして、種々のバイオマスをベ
ースとする燃料が製造できると共に、異なる組成および／または異なる割合のバイオマス
が得られる。そのような異なる種類のバイオマスの組み合わせにより、例えば燃料を製造
するための高い燃焼係数のバイオマスのほかに、燃焼係数が低いために燃料製造用には選
択されなかったような低い燃焼係数のバイオマスも使用することができる。燃料製造用の
異なる種類のバイオマスを組み合わせることにより、異なるバイオマス種類の燃焼時の排
出物を互いに補正させ、あるいは互いに反応させて、個別の燃焼時に発生し得る望ましく
ない排出物を阻止することができる。
【００３３】
  本発明にしたがって想定される廃物種類は、従来は燃料製造用として適合しているとは
みなされていなかったものである。その理由は、とりわけそれらの水分含量並びにそれら
が部分的に堆肥化に適していることに起因する。本発明に基づくこれらのバイオマスの使
用は、それらの従来の観点および使用からの根本的な転換を意味する。
【００３４】
  本発明に基づく方法を実施するために必要なエネルギー、特に乾燥のために必要な熱を
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生産するために、従来の化石燃料のほかに、風力エネルギーまたは太陽エネルギー並びに
本発明に基づく方法にしたがって製造された燃料も使用できる。さらに、本発明にしたが
って製造された燃料の燃焼により電気エネルギーを生産して、それを工程実施時に使用す
ることが可能である。
【００３５】
  本発明に基づく使用では、上記の方法のいずれかにより製造された燃料を、燃焼プラン
ト、炉、暖房装置などにおける燃焼により熱および／または電流の形式でのエネルギー生
産のために用いることが提供される。
【００３６】
  さらに本発明は、圧縮されたバイオマスから燃料を製造するための装置において、乾燥
したバイオマスまたは種々のバイオマスの混合物、特に湿った物および乾燥したバイオマ
ス種類からなるバイオマス、とりわけ発酵産物および／またはサイロ発酵飼料および／ま
たは上記の廃物種類の少なくともひとつからなるバイオマスを、一定形状にプレスするた
めの仕様を有するバイオマス用プレス成形装置を備えた装置を特徴とする。
【００３７】
  有利には、本発明に基づく装置はそれが乾燥したバイオマスのみを処理する場合には、
プレス成形前にバイオマスを粉砕するための装置を有する。
【００３８】
  湿ったバイオマスも処理する場合には、本発明に基づく装置はさらに乾燥用装置を有す
るが、それはプレス成形装置より前に配置されると共に、発酵産物および／またはサイロ
発酵飼料の形態を含む湿ったバイオマスを乾燥するための仕様となっている。
【００３９】
  この場合にも、本発明に基づく装置はさらに、乾燥前にバイオマスを粉砕するための装
置および／または有利にはそれに加えてバイオマスが前記乾燥装置に供給される前にバイ
オマスをプレスするための装置を有する。その際に、粉砕装置はプレス装置より前に配置
される、あるいはプレス装置より後に配置される、あるいは粉砕装置がプレス装置の前後
のいずれでも使用されることが提供される。
【００４０】
  本発明に基づく装置の好ましい実施形態において、乾燥装置は場合により粉砕された、
および／またはプレスされたバイオマスを受容するための乾燥室を備えており、該乾燥室
は乾燥工程終了後のバイオマスが所望または所定の水分含量を有するように、加熱ガスお
よび／またはマイクロ波加熱により加熱される。
【００４１】
  例えば乾燥時に発生するガスおよび／または液体が滲出し得ることを阻止するために、
乾燥装置を乾燥中に気密および／または液密に閉鎖することが提供される。このようにし
て、収集されたガスおよび／または液体を吸引し、排出し、さらに必要であれば処分する
ことができる。バイオマスの乾燥時にガスが発生すれば、この実施形態の乾燥装置では、
発生するガス圧を利用して上記のように乾燥時のバイオマスを圧力下に置く。
【００４２】
  乾燥時にバイオマスに作用する圧力を制御するための装置により、例えば所定時間後に
尚も温かいバイオマスが圧力降下に曝されるならば、乾燥工程を改善することができる。
【００４３】
  特にバイオマスが個別形態であって、乾燥される場合には、本発明に基づく装置は有利
には、異なる種類の乾燥したバイオマスが一定形状にプレスされる前に混合するための装
置を有する。その変更形態として提供されるのは、本発明に基づく装置がバイオマスを乾
燥させる前に、場合によっては粉砕および／またはプレスする前に、バイオマスを混合す
るための装置を有することである。後者の実施形態には、個別形状で準備されたバイオマ
ス種類が共に処理できるという利点がある。
【００４４】
  例えば本発明に基づく装置自体に少なくとも部分的にエネルギーを供給するために、該
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装置はそれにより製造された燃料の燃焼によりエネルギーを生産するための装置を有する
ことができる。このエネルギー生産装置は、乾燥装置に熱エネルギーを供給する装置（炉
など）および／または本発明に基づく装置に電気エネルギーを供給できる装置とすること
ができる。
【００４５】
  本発明の好ましい実施形態の説明において、添付された図面が引用される。
  図１を参照して、圧縮されたバイオマスから可燃性ペレットの形態の燃料を製造するた
めの装置の実施形態およびその稼働が説明されるが、その際に概観を容易にするために、
例えば家庭および飲食店などのいわゆる生ごみまたはバイオ廃物の形態のバイオマスが参
照される。
【００４６】
  バイオマスは、容器などの収集装置１に集められる。この収集装置１に収納されたバイ
オマスは異なる種類および／または由来であり得る、また混合形状で存在し得る。簡略化
のために、収集装置１にはバイオマスの一種類つまり生ごみが収納されるものとする。
【００４７】
  生ごみは、収集装置１から粉砕装置２へ供給されるが、この粉砕装置は例えば細断機、
押切り機などとすることができる。生ごみ中に恐らく含まれている不純物を除去するため
に、粉砕装置２は図示されてはいないそれと一体構造の装置、あるいはそれより後に配置
された装置を有するが、その装置は粉砕された生ごみと不純物を分けてさらに搬送する。
これは、図１において粉砕された生ごみの搬送を意味する矢印３と、不純物の除去を意味
する矢印４により示されている。
【００４８】
  粉砕された生ごみは粉砕装置２からプレス装置５へ供給され、そこで圧縮により生ごみ
中の水分が除去される。その際に生じた水または他の液体は、排出管路により排出される
。
【００４９】
  生ごみがプレス装置５における圧縮後に、その乾燥を困難にし、特に乾燥時間を延長さ
せる、および／または乾燥時のエネルギー消費を増加させるような性状を有する場合には
、生ごみはプレス装置５を出た後に別の粉砕装置７に供給される。
【００５０】
  このようにして予備乾燥された生ごみは粉砕装置７から乾燥装置８へ送られ、そこでひ
とつまたは複数の加熱ガス（熱風など）、マイクロ波加熱、電気的加熱などにより加熱さ
れる。乾燥時に発生する蒸気、特に水蒸気、水または液体は、排ガス管路９および排液管
路１０により除去できる。温度センサ１１により乾燥すべき生ごみの温度および／または
乾燥装置８内の周囲温度を測定して、例えば生ごみの望ましくない発火を阻止する、また
乾燥工程を制御することができる。乾燥装置８において乾燥すべき生ごみが所望または要
求された水分含量を有するか否かをチェックするために、湿度測定装置１２が用いられる
。
【００５１】
  乾燥装置８において、生ごみを周囲圧力に比べて高い圧力下で加熱することができる。
この乾燥工程の終了時に圧力を周囲圧力まで低下させると、加熱された生ごみとその周囲
との圧力差のために、未だ含まれていた水が生ごみから排出される。
【００５２】
  乾燥工程後に、乾燥した生ごみは乾燥装置８からぺレット成形装置などのプレス成形装
置１３に供給され、そこでペレットなどのプレス加工品に成形される。
【００５３】
  プレス加工品を生ごみおよび他のバイオマスから製造する場合には、他のバイオマスは
乾燥工程終了まで別個に処理することができる。これは、各装置１，２，５，７，８を用
いて順次に、あるいはこれらの対応する追加装置において並行して同時に実施することが
できる。後者の場合が図１において矢印１４により示されているが、その矢印１４は乾燥
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を意味する。このバイオマスは乾燥装置８により得られた生ごみと共に図示されていない
装置において混合された後に、ぺレット成形装置１３に供給されるが、そこで異なる種類
のバイオマスをベースとするぺレットが製造される。
【図面の簡単な説明】
【００５４】
【図１】圧縮されたバイオマスから燃料を製造するための本発明に基づく装置の好ましい
実施形態の概略図である。
【符号の説明】
【００５５】
１  収集装置
２  粉砕装置
３  供給装置
４  不純物の排出装置
５  プレス装置
６  排液管路
７  別の粉砕装置
８  乾燥装置
９  排ガス管路
１０  排液管路
１１  温度センサ
１２  湿度測定装置
１３  プレス成形装置／ぺレット成形装置
１４  別のバイオマスの供給

【図１】
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【手続補正書】
【提出日】平成18年6月7日(2006.6.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
  プレス成形されたバイオマスから燃料を製造する製造方法であって、
  バイオマスとして湿式および／または乾式発酵から生じる発酵産物および／またはサイ
ロ発酵飼料および他の湿ったおよび／または乾燥したバイオ廃物がプレス成形される燃料
の製造方法。
【請求項２】
  乾燥したバイオ廃物として、紙、板紙、天然繊維および木材からなる廃物が単独にまた
は組み合わせてプレス成形されることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
  前記他の湿ったバイオ廃物として、
  樹の葉、枝、根および他の植物成分などの、庭園、公園および墓地の廃物などの植物組
織からの廃物、
  保存食品製造からの廃物などの植物組織の食品用あるいは動物飼料用調理および加工か
らの廃物、
  果実、野菜、穀物、食用油、ココア、コーヒ、茶、タバコ、酵母、酵母抽出物、糖蜜の
調理および加工からの廃物、
  家庭および業務用キッチン廃物、
  腐葉藁、
  保存食品製造からの廃物などの、肉、魚および他の動物由来食品の調理および加工から
の廃物などの動物組織からの廃物
  厩肥、水肥／下肥などの動物排泄物
  浄化スラリー、
  バイオ路上ごみおよび下水浄化からのバイオ廃物、並びに
  食用油脂など油、ワックスなどの他の天然物の有機物が、
  単独にまたは組み合わせてプレス成形されることを特徴とする先行する請求項のいずれ
か一項に記載の方法。
【請求項４】
  バイオマスにプレス成形前に（第１の）粉砕工程が行われることを特徴とする先行する
請求項のいずれか一項に記載の方法。
【請求項５】
  バイオマスに前記第１粉砕工程後にプレス工程が行われることを特徴とする先行する請
求項のいずれか一項に記載の方法。
【請求項６】
  バイオマスにプレス工程後に第２の粉砕工程が行われることを特徴とする先行する請求
項のいずれか一項に記載の方法。
【請求項７】
  バイオマスが加熱ガスにより乾燥されることを特徴とする先行する請求項のいずれか一
項に記載の方法。
【請求項８】
  バイオマスがマイクロ波加熱により乾燥されることを特徴とする先行する請求項のいず
れか一項に記載の方法。
【請求項９】
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  バイオマスが乾燥のために圧力下で加熱され、次に加熱状態で周囲圧力に曝されること
を特徴とする先行する請求項のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１０】
  混合形態で存在する異なる種類および／または由来のバイオマスがプレス成形されるこ
とを特徴とする先行する請求項のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１１】
  個別の形態で存在する異なる種類および／または由来のバイオマスが個別に乾燥され、
プレス成形の直前に混合されること、あるいはひとつの種類および／または由来のバイオ
マスがプレス成形されることを特徴とする先行する請求項のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１２】
  バイオマスのプレス成形時に、顆粒、プレス加工品、ペレットまたはブリケットが製造
されることを特徴とする先行する請求項のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１３】
  その実施に必要なエネルギーが少なくとも部分的に前記方法に基づいて製造された燃料
の燃焼により生産されることを特徴とする先行する請求項のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１４】
  燃焼により熱および／または電気的エネルギーを生産するために先行する請求項のいず
れか一項に記載された方法に基づいて製造された燃料の使用。
【請求項１５】
  湿式および／または乾式発酵から生じる発酵産物および／またはサイロ発酵飼料および
他の湿ったおよび／または乾燥したバイオ廃物からなるバイオマスのプレス成形装置を備
えた装置。
【請求項１６】
  プレス成形前にバイオマスを乾燥するための乾燥装置（８）を備えることを特徴とする
請求項１５に記載の装置。
【請求項１７】
  乾燥装置（８）より前に配置されたバイオマス粉砕用第１装置（２）を備えることを特
徴とする請求項１５または１６に記載の装置。
【請求項１８】
  乾燥装置（８）より前に配置され、かつバイオマス粉砕用第１装置（２）より後に配置
されたバイオマス用プレス装置（５）を備えることを特徴とする請求項１７に記載の装置
。
【請求項１９】
  プレス装置（５）より後に配置され、かつ乾燥装置（８）より前に配置されたバイオマ
ス用第２粉砕装置（７）を備えることを特徴とする請求項１８に記載の装置。
【請求項２０】
  乾燥装置（８）が加熱ガスおよび／または電気加熱および／またはマイクロ波加熱によ
り加熱できる乾燥室を備えることを特徴とする請求項１５ないし１９のいずれか一項に記
載の装置。
【請求項２１】
  乾燥装置（８）が乾燥のために気密および／または液密に閉鎖できることを特徴とする
請求項１５ないし２０のいずれか一項に記載の装置。
【請求項２２】
  乾燥装置（８）が乾燥時にバイオマスに作用する圧力を制御するための装置を備えるこ
とを特徴とする請求項１５ないし２１のいずれか一項に記載の装置。
【請求項２３】
  乾燥前および／または乾燥後にバイオマスを混合する装置を備えた請求項１５ないし２
２のいずれか一項に記載の装置。
【請求項２４】
  前記装置により製造された燃料の燃焼により熱エネルギーおよび／または電気的エネル
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ギーを生産するための装置を備えた請求項１５ないし２３のいずれか一項に記載の装置。
【請求項２５】
  前記装置により製造された燃料の燃焼により熱エネルギーおよび／または電気的エネル
ギーを生産するための装置を備えており、該エネルギー生産装置が前記装置の稼働時のエ
ネルギー供給を行うことを特徴とする請求項１５ないし２４のいずれか一項に記載の装置
。
【請求項２６】
  請求項１ないし６のいずれか一項に基づくバイオマスから燃料を製造するための請求項
１５ないし２５のいずれか一項に記載の装置の使用。
【手続補正書】
【提出日】平成21年1月8日(2009.1.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
  プレス成形されたバイオマスから燃料を製造する製造方法であって、
  バイオマスとして湿式および／または乾式発酵から生じる発酵産物および／またはサイ
ロ発酵飼料および他の湿ったおよび／または乾燥したバイオ廃物がプレス成形される燃料
の製造方法。
【請求項２】
  乾燥したバイオ廃物として、紙、板紙、天然繊維および木材からなる廃物が単独にまた
は組み合わせてプレス成形されることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
  前記他の湿ったバイオ廃物として、
  樹の葉、枝、根および他の植物成分などの、庭園、公園および墓地の廃物などの植物組
織からの廃物、
  保存食品製造からの廃物などの植物組織の食品用あるいは動物飼料用調理および加工か
らの廃物、
  果実、野菜、穀物、食用油、ココア、コーヒ、茶、タバコ、酵母、酵母抽出物、糖蜜の
調理および加工からの廃物、
  家庭および業務用キッチン廃物、
  腐葉藁、
  保存食品製造からの廃物などの、肉、魚および他の動物由来食品の調理および加工から
の廃物などの動物組織からの廃物
  厩肥、水肥／下肥などの動物排泄物
  浄化スラリー、
  バイオ路上ごみおよび下水浄化からのバイオ廃物、並びに
  食用油脂など油、ワックスなどの他の天然物の有機物が、
  単独にまたは組み合わせてプレス成形されることを特徴とする先行する請求項のいずれ
か一項に記載の方法。
【請求項４】
  バイオマスにプレス成形前に（第１の）粉砕工程が行われることを特徴とする先行する
請求項のいずれか一項に記載の方法。
【請求項５】
  バイオマスに前記第１粉砕工程後にプレス工程が行われることを特徴とする先行する請
求項のいずれか一項に記載の方法。
【請求項６】



(15) JP 2009-528393 A6 2009.12.24

  バイオマスにプレス工程後に第２の粉砕工程が行われることを特徴とする先行する請求
項のいずれか一項に記載の方法。
【請求項７】
  バイオマスが加熱ガスまたは電気加熱またはマイクロ波加熱により乾燥されることを特
徴とする先行する請求項のいずれか一項に記載の方法。
【請求項８】
  バイオマスが乾燥のために圧力下で加熱され、次に加熱状態で周囲圧力に曝されること
を特徴とする先行する請求項のいずれか一項に記載の方法。
【請求項９】
  混合形態で存在する異なる種類および／または由来のバイオマスがプレス成形されるこ
とを特徴とする先行する請求項のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１０】
  個別の形態で存在する異なる種類および／または由来のバイオマスが個別に乾燥され、
プレス成形の直前に混合されること、あるいはひとつの種類および／または由来のバイオ
マスがプレス成形されることを特徴とする先行する請求項のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１１】
  プレス成形前にバイオマスを乾燥するための乾燥装置（８）を含んでいる、湿式および
／または乾式発酵から生じる発酵産物および／またはサイロ発酵飼料および他の湿ったお
よび／または乾燥したバイオ廃物からなるバイオマスのプレス成形装置を備えた装置。
【請求項１２】
  乾燥装置（８）より前に配置されたバイオマス粉砕用第１装置（２）を備えることを特
徴とする請求項１１に記載の装置。
【請求項１３】
  乾燥装置（８）より前に配置され、かつバイオマス粉砕用第１装置（２）より後に配置
されたバイオマス用プレス装置（５）を備えることを特徴とする請求項１２に記載の装置
。
【請求項１４】
  プレス装置（５）より後に配置され、かつ乾燥装置（８）より前に配置されたバイオマ
ス用第２粉砕装置（７）を備えることを特徴とする請求項１３に記載の装置。
【請求項１５】
  乾燥装置（８）が加熱ガスおよび／または電気加熱および／またはマイクロ波加熱によ
り加熱できる乾燥室を備えることを特徴とする請求項１１ないし１４のいずれか一項に記
載の装置。
【請求項１６】
  乾燥装置（８）が乾燥のために気密および／または液密に閉鎖できることを特徴とする
請求項１１ないし１５のいずれか一項に記載の装置。
【請求項１７】
  乾燥装置（８）が乾燥時にバイオマスに作用する圧力を制御するための装置を備えるこ
とを特徴とする請求項１１ないし１６のいずれか一項に記載の装置。
【請求項１８】
  乾燥前および／または乾燥後にバイオマスを混合する装置を備えた請求項１１ないし１
７のいずれか一項に記載の装置。
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